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研究成果の概要（和文）： 次の研究課題に取り組んだ． 
課題１．モレー空間における分数べき積分作用素の多重線形評価と偏微分方程式への応用 
課題２．変動指数を備えているハーディー空間 
課題３．公理に基づいたベゾフ空間の解析 
課題４．再生核ヒルベルト空間の英語の著書の執筆 
課題５．ベゾフ空間論の日本語の著書の作成 
研究成果の概要（英文）：I worked on the following projects. 
1. Multilinear estimates of fractional integral operators on Morrey spaces and its 
applications to PDE 
2. Hardy spaces with variable exponents 
3. Axiomatic analysis on Besov spaces 
4. Writing a book in English on reproducing kernel Hilbert spaces. 
5.Publishing a book in Japanese on Besov spaces 
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研究分野：調和解析学 
科研費の分科・細目：基礎解析学 
キーワード：関数空間、再生核 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)Olsen が見出した双線形評価は偏微分方
程式への応用がされているものの、Olsen の
見出した不等式は改良の余地があった。改良

するに当たり、近年になって着もされている

分数べき積分作用素の分解方法が有用であ

った。 

(2)変動指数ルベーグ空間の拡張として、ハー
ディー空間があることは考えられているが、

アトム分解の理論などは知られていなかっ

た。 
(3) 個別にベゾフ型空間を解析している文献
は多いものの、統一理論が形成されていなか

った。 
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(4)チコノフの正則化は逆問題のいろいろな
ところで使われるが、そこに力点を置いてい

る著書はなかった。 
(5) ベゾフ空間論を扱う洋書は多いものの、
いくつもの前提知識を心得ないとベゾフ空

間の自己完結した理解を得ることは不可能

であった。これを中心に扱っている日本語

の著書は少なく、特にトリーベル・リゾル

キン空間は日本語で扱っている著書がなか

った。 
 
２．研究の目的 
 
(1)分数べき積分作用素の性質を考察する。像
と値域との差に関して考察する。 
(2)ハーディー空間の変動指数版の理論を構
築し、特異積分などの作用素の有界性を立証

する。 
(3ルベーグ空間、ソボレフ空間では限界があ
る解析学における種々の結果を記述するた

めの道具を整備する。 
(4)再生核理論の普及 
(5)日本における調和解析と関数空間の教
育の充実、共通認識の拡大 
 
３．研究の方法 
 
(1)分数べき積分作用素の分解公式を活用す
る。 
(2)アトム分解における新しい数列空間ノル
ムを活用する。また、ベクトル値不等式を応

用する。 
(3) Peetre型非接極大作用素を使う。 
(4)スペクトル分解を用いたチコノフ正則化
法の理論の展開 
(5)調和解析において重要なハーディー・リ
トルウッドの極大作用素の有界性に関する

結果を列挙して、プランシュレル，ポーヤ，

ニコルスキーの定理と組み合わせる。 
	 
４．研究成果	 
 
(1)結果の改良に成功し、偏微分方程式への応
用例を３例あげた。 
(2)新しい数列空間を提唱し、それがアトム分
解に有効であることを変動指数ハーディー

空間のみならず、変動指数オーリッツ空間を

もつかって立証した。 
(3)種々の結果の再考察に寄与した。 
(4)著書の一部を論文として先に宣伝した。 
(5)著書を出版し、９００部ほど売り上げた。 
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ベゾフ空間論	 日本評論社 
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